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S7 r漁 れJ と Lての 時間
r耽れJくFluBJとして の時間に つ い て, カ ン トは主題的に論じて い な い o しかし, 少な
くとも, それに つ い て触れ ては い る. こ れを我々 は, 次 の 二 つ の グ ル ー プ に分けて考える
こ とが できるであろう.
くい 先ずカ ン トは, 現実存在の 一 つ の 特殊な有り方として, r流れJを認めるo 特 に内的
に直観される我々 自身の現実存在に つ い て, r流れJを語る. r内的知覚に於て, 我 々 は我々
の状態の諸規定に関して自分自身を意識するが, こ の 自己意識は単に経験的であり, 絶え
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ず変遷し, 内的現象の こ の流れに於ては, 立 ち止まる自己は与えられえな い, こ の 自己意
識は通常内感な い し経験的統覚と呼ばれる .Jくり ある い は次 の ようにも言う. r . . . . . . と い う
の は, 空間の み が持続的に規定され, そ れ に対して時間は, それ改また内感に於てある凡
書 ■ ■ 暮 ■ ■
て の もの は, 絶えず流れる oJく21
こ の場合 , r流れJ は r立 ちと どまる こ とJくStehe n oderBleibenJく31, ある い は rと どま
り持続するものJくBleibende s und Beharrlicheslく
4Iと対比され, r消滅JくVersch winde nJく51
ある い は r過ぎ去る ことJくVergebenIく61 として理解される o
更に カ ン トは, 上 の 理解に対応して, 時間にr流れ去るJくVerflieBenJと いう性格を認め,
次の ように言う. r現在の 時間点を私は , 過ぎ去 っ た時間との 関連で, ただ制約されたもの
と看徹しうるの みで, 後者 の制約と看徹すこ とはできな い であろうo と い うの は, こ の 瞬
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間は ただ漁れ去 っ た時間を通して の みくある い はむしろ, 先行する時間が流れ去る こ とを
通しての みI 始めて発源するからであるoJm
こ の ように, カ ン トは時間を, r流れ去るJくVerflieBe nIと いう基本性格に於て捉え, こ
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れ に 基 づ い て, r流れ去 っ た時間Jくve7Posse n eZ itJ, r過ぎ去 っ た時間Jくuergangen eZeit,
u e rk2ujTe n eZeit, abgekzujTen eZeitJに つ い て語るoく81 更 に, こ れ とは反対に, r来る べ き時
間Jくk缶nftige ZeitIに つ い て も語る oく91
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く21 他方でカ ン トは, 連続量を r流れる量JLf7iehmde Gr8BeJとして捉えるa rこ れ ら の
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量を流れる量と呼ぶ こ ともできる o と い うの は, そ れらを産出するときに行われるく生産的
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構想力のン綜合 は時間に於る進行であり, しかる に時間の連続性は特に , 流れるく流れ去るI
と いう表現 によ っ て表わきれる のを常とするからであるoJく川
r流 れる量JtflieBende Gr86elとは, こ の ように r連続量Jくkontin uierliche Gr6L3e,
qu a ntu m c o ntin u u mlく川 の別名であり, こ れをカ ン トは, r衆合JくAg gr egatlとの 対比 で,
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単に rju Qua nt um ト 蛸 ぶ こ ともあるoく12鳩 続量 に対立する の は r分離 乳 くqu a ntum
discretu mJく川 であり, 従 っ て r流 れ mieBe nd旭 r分 軌 tabge so ndert, disc retumy14l
ある い ほ r途軌 くu nte rbr oche n, interc ept um1り5七 対置されるo くも っ とも, 鳩 軌 に対し
て r分軌 を, 憤 れ に対して r途 軌 を対置する方が, より適切 ではあろうが . J
こ の ように, 時間 の 流れと連続量の 生成とが, 上で は対応 して考えられ て い る o その 際
カ ン トは, 時間 の r流 れ くFlieBen1を r - 去 る こ とJくVernieBe nlと言 い 換えて い るo
こ の こ とから, 時間の 流れ とは, カ ン トに於て r - 去る こ とJ を専ら意味して い るよう
に見える o しかし, 他方で カ ン トは, 上 の 引用文で , 時間を r進行JくFo rtga nglとしても
理解して い るo 鴫 こ の 言葉の もとに, r - 去 るJと い う形で の 進行の みを考えるこ と
は可能で ある o しかし, 上でカ ン トは, 連続量 が 虚 礼くErz e ugungJに つ い ても語 っ て い
る.
こ の産出を, 専ら r 軌 去る こ とJ に定位 して把握するこ とは, 依然として可能である.
時間は過去 へ と流れ去 っ て い くo しかもこ こ に我々 は 鳩 え ぎる 軌 fstAndigerFluBJ を
認め る o 即ち, 我々 の所有する過去は, こ の - の 中で, 絶えず拡大して いく. こ こ に我 々
は連続量の 生成と拡大とを認め るであろうo こ の 限りで は, 確か に時間の 流れ は r 軌 去
る こ とJ として理解されうるであろうo しか し, 他方で, 連続量に専ら定位する限り, そ
こ に我々 は r 軌 去るJ と いう規定と は独立に, 否それとはむ しろ逆の 方向に, 連続量の
絶えざる生成と拡大とを, そして こ の 限りで6, r進行J を認め るであろう.. こ こ には明らか
に, r 軌 去る こ とJと は別の 意味で, 即ち連続的生成な い し産出と い う意味 で, 時間 の流
■ ■ . . .
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れ が据えられて い るo に の流れを, ,Str o mくある い は ,Str8m u ngく と いうドイツ 凱 ,
よく示して い る oj
量に つ い て の み ならず, カ ン トほ更に変化に つ い ても連続性を認めるが
, そ の際彼は変
化の 連続性をやはり r流れJ として把 - て い るo rと こ ろで, 連続性の 形而上学的法則は
以下の通りであるo 一 切 の 変化は連続的である, 即ちそれ は - る . .十.Jく拘 こ こ で言うrWL
■ ■ t
れJ mu ere畑 , 上述 の 意味で の連続的生成を意味して い る.
,
以上 二 点から明らか なよう に, 時間の rWLれJくFluB, Flie6e nJは, カ ン トに於て次の 二
様の 意味で理解され て い るo 先ずそれ は r - 去る こ とJ として, 次にそれ は 僅 ある い は
変化のJ連続的生成と して理解されて い る .
と こ ろで, こ の うち連続性は, さ しあたり後者に つ い て の み明示 的に語られ て い るが,
前者 に つ い て も, 我 々 は や はり連続性 を認め る必要 が ある o 上 に, rlWL れ去 る こ とJ
くVernieBe nJを, 鳩 滅する こ とJくVerschwinde nほ い し r過ぎ去る ことJくVe rgehenJとし
て理解したo しかし, こ の うち特に前者に つ い て は, それ だけでは それ がその まま r 軌
去る こ とJ を意味すると は言え か -o 確 か にそれは r立 ち と どまる こ とJくStehen u nd
BleibenH 珊 立 して い るo しか しそ こで は単に存在から非存在 - の r交軌 な い し 犠 軌
rw echs elIく17佃 示されて い るにすぎな い o しかるに, こ alr交 軌 な い し 唱 軌 はま が 流
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れJくFlie8enIではな い o r流れJ であるため には, それは絶えずくste幼 生起しなければ な
らな い .
こ の ように, r流れ去る こ とJくVerflieBe nJが成立する ため には, 単なる存在から非存在
へ の r転 軌 くW echs elJ, 従 っ て r消 軌 くVers chwinde nJの みで は不充分であ っ て - こ れ
だけでは r流れ去るこ とJくVerflieBenJに含まれる r去るJくVerl の 契機が捉えられて い る
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だ けである - 更 に こ の r転 軌 の連続性くSteigkeit, Ko ntin uihitIが不可欠の条件である o
まさに こ の故 に, カ ン トは時間に つ い て, r諸規定の交 軌 くWe cbsel derBestim mungenl
t 暮 ■
の ほか に, r連続的流れJくko ntinuierliche rFlu即18Iを認め る の である.
なお, 上 の 二 つ の場合の ほか に, C3J カ ン トは, 時間と の 連関を触れて 一 般的に, r流れJ
に つ い て語 っ て い る. そ の際, 彼は専ら動詞形くflie6e n, abflieBen,herflie8en, a u sflieBen,
z us a m m e nflie8enJ を優っ て い る o こ れら の r流れJ に我々 は次の 三 つ を区別する ことがで
きるであろうo
くal 先ず第 一 に, 論理的な意味で, 即ち 一 定 の前提 . 根拠から 一 定 の帰結が出て来ると
いう意味で, r耽れ げ 語られ るo その 際, カ ン トは動詞として ンflieBenく及 び ン abflieBenく
を優 っ て い るoく191
くbl 更に, 一 般的に, 何か が何かか ら r生ずるJ くentstehenl, ある い は r発源するJ
くentspringenIと いう意味で, カ ン トは r流れJ に つ い て語 っ て い る. 具体的には, 学とし
て の形而上学の可能性に対する間が, ア . プ リオリな綜合的判断の 可能性と いう 一 般的課
贋か ら生ずると い う意味で,t2 0J 純粋直観な い し純粋悟性概念から7 . プ リオリな綜合的認
識が発源すると い う意味で ,く2 1 更 にイデア の根源が r最高の理性J にあると いうプラト ン
の 考えに関連して, r流れJ 働 詞としては ンflie8enく , ンherflieBe nく 及 び ン au sflieBenくI
が語られて い る oく22I
くcl 最後に r流入J な い し r合流J と いう意味で, r流れJ が語られて い る. 働 詞として
は ン ein flieBe nく 及 び ン zu s a m m enflieBenく が使われて い る. y231
以上まとめ ると, 川 からく3J の 三 つ の場合 に, カ ン トは r流れJくFluB, FlieBenlに つ い
て語 っ て い るo こ の うち前二者は, 時間に つ い て, ない しはそれと の密接な連関に於て,
それに対して最後の C31 に於ては , 時間との 連関を離れて, r流れJが語られて い る. こ の
三者が どの ような関係にあるか, 更に言えば , それらを通して, 時間の 流れが どの ような
形で統 一 的 に捉えられうるか, こ れ ら の 点に つ い で, カ ン トは主題的には何も語 っ て い な
い o しかし, 少なくとも次の こ とだけは明らか であろうo 即 ち, カ ン トは r流れJ と い う
現象を様々 な形で捉え, しかもそれを特に時間との密接な連関に於て取り上げて い る .く2 41
こ の連関を主題化する こと, これが こ の節で の我 々 の探求の テ ー マ で あるo その ため に ,
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空間の 中で, 我 々 が 憤 れJ を どの ように知覚するか ,く2引 先ず こ の 点を調 べ てみようo
具体例として, uJ河 の 流れ , t2 順 上の車の 流れ , t3lそして - 鼠 こ の 三 つ を取り上げ
てみる o こ れらの 例に於て , なぜ我 々は r流れJ を知覚するの だろうか o 我 々 が r流れ
を知覚な い し経験するこ と の 一 般的制約は ど こ にある の だろうか o
上 の 三 つ の 例の うち , 馴 絹 定の 物体くK8rperlに つ い て述 べ て い る o そ れに対して, 仙
と ほJ は, 不特定の量の 対象に つ い て述 べ て い るo
そこ で , 先ず 川 と t2J の 例の 吟味か ら始めようoく1lは水と いう液体 肝1ussigkei叱 っ
い て, はH ま不特定の数の , しかし革と い う物体くか -し固体Iに つ い て述 べ て い る o ンFlus-
sigkeit くある い は ンfl臼ssigerK6rperくく2郎 と い うドイツ 語が示 すように, r流れJくFluBJの
例として は, 液体 の流れを考えるの が, さしあた り適当であろうo しかし, 路上 の 車の動
きに つ い ても, 我 々 はや はり rWLれJ を知覚し, しか もこ の知覚を何か本質的なもの とし
て認め て い る o とすれば, 車 の流れに つ い て の上 の 把握Ci, 若干補正 を必要として い るよ
うに思われ る o 実駄 よく考えてみ ると, 路上に流れて い ると我々 の知覚する の は , 一 つ
一 つ の 車 - それ を我々 は物体 か -し固体として理解するであろうが - で はなくて, こ
れら の尊から成る r交胤くVerkehrlであるo 従 っ て, 通 り過ぎて行く - つ 一 つ の 串の 物体
性が, こ こ で問題である の ではなく, それらが通り過 ぎて い く こ と, そしてそれ が 交胤
として我々 に捉えられる こ と, こ の こ とが問題であり , そ こ に我 々 は 憤 れJtFluB, FlieBenJ
を知覚するの であるo
先ず, 上 の 二 つ の 例に於て, 我 々 が流れを知覚する とき, こ の 限りに於て は, こ の 流れ
は 鳩 続軌 くstetig,kontin uierlichほ もの として意識される o そ れ に対して, 流れ の 否定
は, そ n r途 軌くUnterbre chu ngJとして意識される o しかし, こ こ ではまだ流れはその 否
定との 関係に於て捉えられて い る の みであ っ て, それ自身の 内側か ら捉えられては い ない .
そこ で, 流れ をその r途 軌 との関係に於てで はなく, 我 々 が流れ と対比する と こ ろ の
もの , 即ち 鳩 軌 くBe wegunglと の関係に於て見る必要があるo 舶 ti, 机 の 上を鉛筆
が転 っ て いくとき, そ こ に我 々 は 博 軌 を意識するoく27l しか し我々 は.そ こ に rWLれJ を
意識しな い o
い ずれ の場合 にも, 流れ な い もの , 動かな い もの が, 同時に 与えられ て い るo 即 ち, 河
の例で言えば, 河岸ある い は大地, 車の 例で言えば, 道路ある い は街並み , 鉛筆 の例で言
えば , 机ある い は部 鼠 こ れらは r流れJ や 鳩 軌 の知覚の 前提と して, こ れ ら の知覚
に先立 っ て, 予め我 々 に与えられて い るo そして, こ の 流れな い も の , 動か な い もの の う
ちに, 我 々 は諸 々 の r位 凱 くStelle nJ を区別する .
と こ ろで, 鉛筆 の運動の例に於ては, 我 々 は こ れ らの位置に, そ の 時 々 の鉛筆 olr状 軌
くZusta nd, statusJ を対応させく28l - と 言 っ ても, こ こ で 言う r状軌 と は, さしあたり鉛
筆がそれ ぞれの位置にあると い う こ とを専ら意味し, 鉛筆の 内的 . 質的規定を意味するも
の ではな い - こ れ らの位置及び状態を変えて い く こ と , 即 ち 一 つ の 位置 . 状態か ら他の
4
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位置 . 状態 へ と r移動J 乃至 r移行J する こ とくUbergangナく291と し て, 運動を理解するo
それ に対して, く11 及びt2J の例に於ては , 我 々 は むしろr流れJを意識する o こ の場合,
先ず次の 点に注意する必要がある . 流れ る の は, 前 の 例では河, 彼の 例 では交通であるo
こ の 流れ の 中に我々 は部分を認める o 一 定量 の水, 一 つ 一 つ の 辛が そうであるo そして,
こ れ ら に つ い ても, 我 々 は流れるもの として意識するo el みならず, く11 の 例に於ては, 更
に流れ に浮か ぶ ものく例えば, 一 枚 の 木の言動 にも日をやり, こ れをや はり流れるもの とし
て意識する o
しかし, こ の うち最後の もの 休 の弓削 に つ い て言えば , そ れは流れに流され て い る限り
で , 漁れるもの として我々 に与えられる の であ っ て, 予 め我 々 が河 の流れを流れ として意
識して い る こ となしには, 流れるもの として意識されえな い o こ の制約を欠くとき, それ
■ ■
■
は た だ動くもの として我々 に与えられる o こ の意味で, そ れはただ派生的にの み , 流れる
もの として我々 に与えられ る.
同様 の こ とは, 一 定量の 水, 一 つ 一 つ の 単に つ い ても言えるo 我 々 は こ れらを流れるも
の として意識する o しか し, こ の場合 にも, 流れの 意識は上の制約の もとで の み 可能であ っ
て, こ の制約を欠くとき, 流れ の 意識は運動の意識に転化するo と いうの は, 我々 は こ の
場合, 水も革もそれぞれ 一 つ の r物J mingンく301 として, しか も rそれJくDasJとして示せ る
r同 一 性JくIde ntit叫 に於て捉えてお り, こ の r物J に つ い て, 我 々 は専ら位置の 変化, 那
ち r移動J を認め るからである. それ 軌 こ の場合にも, 流れ の意識はただ派生的に生ず
るにすぎな い o
流れは, 河全体の流れに於 て, ある い は交通全体の 流れに於て, 直接的に, そしてそれ
ぞれ の例に於て根源的に, 我 々 に与えられる o で は, こ の流れを運動か ら分 つ 本質的徴標
は, 一 体何である の だろうか o
人は次の ように考えるかもしれな い .運動する の は 一 つ の 物体であり, それは い はばr点J
として表象され る. そ れに対 して, 我々 は流れるもの を, 縦に延びて い るもの , r線Jな い
し r列J と して表象する . そ れ 乱 運動と流れ との 相違は , 対象 の側 に , い は ばそ の r形J
にある, と o
こ れ に対して は, 次 の よう に言わなければならな い o 運動と流れと の 相違は , 決して対
象の 側にある の ではな い o と い う の は, 一 定数 の 車, ある い は互 い に区別される部分を内
に含む 一 定量の 水を考える場合, 確かに我 々 はそ こ
l
に
一 定の 列な い し線を表象するであろ
うが, こ の全体もや はり rそれJ と示せ る同 一 J性に於て , 我 々 に捉えられる o しか るに こ
れは, こ の全体を 一 つ の r物JくDingIとして把握する ことを意味しており , 従 っ て こ の 全
体 に つ い ても, や はり位置の 変化, 即ち r運動J が意識される o
こ の ように, 我 々 が運動を知覚するか, そ れとも流れを知覚するかは , 対象の数量, そ
の 形か らは, 決 っ て こな い o それ は専ら我々 が対象を把握する仕方の相違に基づ い て い る o
運動に つ い て は, 次の ように 言う こ とができるであろうo 運動 の 本質規定はr移動J, 即 ち
5
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r位置の変 化 にある o その 際, 位置は動かな い も のtLて, 予め 固 乱 て捉えられ てい
■ ■
るo 他方, 移動する対象は, 位置の 変化からは独立 に, 予め rそ れ と して示せ る同 一 性
■ ■ . ■ ■
に於 て, 即ち 胤 くDing1として, 把握され て い る o こ の 二 つ の制札 即 ち位置の 固定化
と r%J の 先行的把捉 と い う制約 の もとで, 対象 の運動は 一 般 に 鳩 置の 変化 と して把
握される o
しか るに, 軌 の 知覚に於て は, こ の 制約 が基本的にそ の機能を停止するo 就中それは
第二 の 制約に関して顕著で あるo
確か に, 我 々 にさしあたり与えられ るの は , 特定 の - 例えば 一 つ の 車, 一 定量 の水
であるo そして これを我々 は 胤 として, そ の 同 一 性に於て把握する こ とができる . の
みならず, こ の 胤 の把握は, 我々 の最も基本的な論理的機能に属しており, 従 っ てそ
れは 一 切 の 現象に対 して, 原理的に適用可能だ と考えられ る o しか し我々 が, 例えば河の
軌 に於て, ある い は交通の流れに於 て, 流れを端的に意識するとき, 上 の論理的機能は
実際には遂行されない o こ の こ とを我々 は, - の 鰯 が原理的にrそ こJく軌 こ於 て成立
する こ とから, 明 らかにする ことがで きるであろう.
我々 が 軌 を直観するの は, 上 の例で は, 水 咽 り過 ぎて いくrそ こ J, 車 が通り過ぎて
い く rそ こJ に於てであるo 確か に我々 は流れ に沿 っ て, 一 枚 の 木 の葉, 一 台 の串, 更に
は 一 定量 の水をさえ, 眼で追うこ とがで きるo しか し, こ の ように眼で追うとき, 我 々 は
これらの 対象を r%J として予め - 同 - J陸に於て把 - て い るo に の 把握がな い ときに
は, 脹で追うこ とが抑も不可能であるo l しかしこれ は, 我々 が こ れら の r%J に即 して,
根本的にほ運動を知覚して い ると いうこ とに他ならない o
それ に 机 て, 追う眼を止め, 専らrそこJtdaト と直観の眼差しを向けるとき, 我 々 は
rそ こJに於て絶えず新たに与えられ る対象を受容し把握する o こ の とき対象は決して 胤
としては把握されず, 我 々 はそこ に端的に流れを知覚する.
勿論, 我 々 は こ れらの 対象を綜% L, 一 つ の 全体 へ とまとめ て把握するこ とが できるo
そして, こ の全体を rそ れ として示せ る同 - J性に於て捉えるとき, 我々はやはりこ の 全
体を 一 つ の 胤 として把 凱 , 従 っ てそれを流れ に於て眼で追 い ながら, そ こ に運動を
知覚する o しかし, こ の全体も, 上 の rそこ J とは別の 形でで はあるが, や はりそれに固
有の rそ こJ を伴 い , こ の rそ こJ に於て我々 に与えられ るo こ の rそ こJ に我 々 の 直観
の 眼差しが踏みと どまり, 最早上の 全体を眼で追わ な い とき, 我 々 は上 の場合と同様に,
こ の rそ こJ に於て端的に流れを知覚する.
こ のように, 胤 mingJの把握 と rそこ Jくdalの 開示性とは, 相対立する関係にある o
対象を 胤 として把握するとき, 我 々 はそれを眼で追 い , そ こ に物 の 鳩 軌 tUberga ngl
として の r運 軌 くBe w eg ung1 を知覚する o それ に対して, rそ こJ の開示性 にあくま で踏
みとどまるとき, 我々 は 胤 の把握と いう論理的機能を停止し, rそこ J に於て絶えず新
たに与えられる対象に, 我々 の直観の 眼差しを向け つ つ , 流 れを直観する oく3 1I
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と こ ろで, r軌 の把握の停止は, r位 乱 の固定化に対しても影響を及ぼすo こ れを次
に見てみよう .
r位 乱 くStellelは, そ こ に我 々 が何を知覚 しようが, 予め何らか の 仕方で 固定化して捉
えられて い る とも考えられる o しかし, い ま問題なの は , こ の ような対象の 知覚 に先立 つ
位置の固定化 で はなく, 対象の 知覚に際しての位置の 固定化である o と い うの も, 位置が
単に 一 般的に 固定化きれ て い るだ けで, 対象の知覚に即して固定化されない 場合には, 我 々
は対象が こ れらの 位置にある とか, そ こを移動く運動 け るとか, 言う ことができない か ら
である o 我々 は対象く柳 の 存在や運動を通して, 位置の 固定性を確認して いく の であり,
こ の 確認の な い 限り, 位置 の 固定性は , 例えば運動の概念くそこ には位置の移動と い う仕方
で, 位置の 固定性が構成的に機能して い る1に対して, 構成的機能を発揮するこ とができな
い の であるo
しかる に, 流れ の 直観に於ては , こ の 条件が欠けて い る o 確かに , 我 々 の 直観が捉えて
い る rそ こJ は, 前章に於て見たように, それを包む空間全体 へ と本質的に連関してお り,
こ の 限りで は, 可能的に は, 一 切 の 位置が rそ こJ とともに我々 に与えられて い る, と言
える o しか し, こ れらの位置をそれ として固定化して捉えるためには, そ こ に何らか の対
象が与えられ なければならな い が, 上の 流れ の直観に於ては, こ のような対象の所与性が
認め られな い o 即ち, 多く の位置を別々 の 物が占め ると い う形で も認められな い し, 一 つ
の 物が次々 と こ れらの位置を占め て い くと い う形でも認められない o 我 々 は専ら rそ こ J
に我 々 の 直観の眼差しを集中し, そ こ に与えられる対象の把握に専念して い るからである B
以上, r位 凱 の 固定化と r軌 の把握と い う論理的機能が r運 軌 の 概念の 一 般的制約
をなすこ と, そ の 中でも特に r物J の把握が根本的である こ と, そして こ の 論理的機能の
撤廃が我々 に流れ の 直観をもたらすこ と , こ れ ら の 点が, 上の 二 つ の 例の 分析を通して,
明らか にされたであろうo で は, 第三 の 例に つ い て は どうであろうか o
こ の 場合にも, 我 々 はや はり流れを知覚する o しかしそこ には, 上の 二 つ の場合と比 べ
て , 次の ような相違が認め られる o 上 の 二 つ の場合 , 我 々 の 直観の 眼差しはrそ こJくdalに
向けられ , こ の rそ こJ に於て絶えず新たに与えられる対象を把握する o それ に対して ,
流星の 知覚の場合 には, こ の ような rそ こJ に於る対象の 絶えざる把捉は認められな い o
rそ こJ は対象の 現実存在によ っ て , た だ 一 度限り占められるにすぎず, 別 の時には別の
位置が占め られる o こ の ように, 様々 な位置が次々と占められて いく過程を, 我 々 は知覚
するの であ っ て, 特定の rそ こJ に我々 の 直観の眼差しが向け続けられ る の ではな い .
と こ ろで, こ の ように多くの位置を占めて い く過程とは, 上述 の r移動JくU berganglに
他ならな い o し か るに, こ の r移動J は, 上で r運動JくBe w egu nglとして捉えられた o に
も拘らず, 我 々 は流星に於て, 運動よりはむ しろ流れを知覚するo で は , 何故我々 は こ こ
に流れを知覚するの であろうか o 流れ の知覚を運動の知覚から区別するもの は , こ の場合,
一 体何である の だ ろうかo
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問題は次の 一 点 にある o 運動 の場合, 鳩 軌 は r%J ming1 の移動として捉えられた.
こ の場合, 諸々 の位置が互 い に区別され, 固定化されるだけで はなく, こ れ らの位置を移
動する対象が 胤 と して, そ の 同 一 性に於て把握され るo 他方 で , 流星 の知覚の場合に
ち, 我 々 はそこ に諸々 の 位置を区別し, 流星の 流れ を, こ れ らの位置の 鳩 軌 として把
握する o それ故, 問題は r位 乳 の 固定化や 鳩 軌 にあるよりは, む しろ r%J の把握
にある .
運動 の場合, - 方 で r位置J の 固定化が, 他方で位置から独 立な r軌 の 把握が, 運動
の知覚の根本制約をなして い たo 更に, こ の 二 つ の 制約の 関係を見る と, それぞれ の位置
にある r軌 の現実存在 が, それぞれ こ の物 の r状 軌 くZustandJとして捉えられ, こ れら
の諸 々 の状態は, 位置と の連関で, 位置と同様に, 互 い に区別 . 固定化される ot32鳩 っ て,
r移 軌 は諸々 の位置の 間の移動としてだ けで なく, 諸 々 の状態の 間の移動くな い し個 別
として も捉えられる.
と こ ろで - こ こ が決定的な点だカ - こ こ で言う r状凱 くZu sta ndJとは, 物がある特
定の位置にあるこ とを専ら意味しており, 従 っ て それは, 予め把握され て い る r位 凱 と
胤 とを, rそ こ にあるJ と い う仕方で結び つ けて い るにすぎず, r軌 の 内的規定の把
握 に何も新し い も のを付加するもの ではな い o従 っ て, r軌 が諸々 の状態を移行する と言 っ
ても, 物 の 内的規定は こ の移行に先立 っ て, それ から独立 に, 予め捉えられて い る o まさ
■ ■ ■
に こ の 意味で, 我 々 は物 の 咽 - 軌 CIde ntit叫 を認め て い るo こ の とき, 鳩 軌 な い し
r移 軌 伽 erga ng旭 r運 軌 くBe w egu ngJとして把握される .
それに対して, 流星 の知覚 の場合 .に は, こ のような 胤 の 把握は為され な い . 確か に
我々 は諸々 の位置を区別し, そ こ に 鳩 軌 な い し 博 行J を認める であろう o 即ち, 互
い に区別された位置が次々 と占められて いく経過を知覚する o こ こ に は明らかに, r位 乳
くStellenJと 鳩 軌 くVerla uOな い し 鳩 軌 くDurchga ngIく叫 と の 間に, 区別がなされて い
るo しか し, こ の 鳩 軌 な い し 鳩 軌 から独立 な r軌 の 把 鮎 輯 こでは為 されて い
な い o 確 かに 鳩 軌 を認め る以上 r通過するものJくda sDur chgehe ndel を何らか の仕方
で把握して い ると言えるで あろう o しか し, これは決して r%J として, 即ち ri5軌 か
ら独立に予めその 同 一 性に於 て捉えられる 胤 として, 把握され ては い な い . 我 々 は端
■
■ ■ ■ ■ +
的に通過をくDu rcjkang schle chthin1, 即ち位置の連続的充実を端的に知覚して い る o こ の
とき我々 は流れを知覚する o
以上 三 つ の例 の 分析から出てくる結論をまとめてみよう. 川 場 軌 くBe w egu ngJの
概念及 び知覚は, r位 凱 くStelleJの 区別と固定化を - つ の制約と しながらも, より本質的
には, 上述 の 意味 で の r%JくDingJの把捉を根本制約と しで い るo く2Jそれに対して , 空間
に於 る r流れJくFluB, Flie8e nJの 直観は, こ の ような 胤 の 把握が撤廃さ れるとき, 始
め て可能となるo は に れが実際に行われ る場合として, 次の 二 つ の場合 が認 められ るo 先
ず, 絶えず新たな対象が与えられる rそ こJくdaト と, 我々 の 直観の 眼差しが向けられ る場
8
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令. 次に, 位置を区別しながらも, そ こで の 移行をr端的な通 軌 mu rchga ngschle chthinl
として知覚する場合 . - で は, 時間に つ い て はどうであろうかo
時間が通常の時間理解に於て, どの ような仕方で r流れJ として表象されるかを, 先ず
見てみようo
時間は r持 軌 くDa u erIとして捉えられ, これは更に r延長JくAusdehnu ngJとしても捉
えられるo そこ に我 々 は r分割JくTeilungJ を通して, 一 方で r部 丸 くTeilJとして の r時
間の 軌 くZeitspan n eJと, 他方でその r限界JくGr en z elとして の r時間点JくZeitpu nktほ
い しr瞬臥くAugenblickl を見出す. しかし, 我々 は更に, 時間点な い し瞬間を, 単にr限
乳 としてだけで なく, 持続な い し延長の r要素JくEle m ent, Besta ndteilとしても認め る.
の みならず, 時間点な い し瞬間に対する こ の ような理解は必然的ですらある . と い うの は,
■ ■ ■ ■ ■
■ ■ ■ ■
こ こ で時間点 か -し瞬間は, そこ で何らか の 現象が我々 に与えられる, ある い は存在する
と こ ろの も の として, 理解されて い るからである . 換言すれ ば, 時間点な い し瞬間は, 現
■ ■ ■ ■
象の現実存在 PaseinJの ため の 一 つ の 形式として捉えられ て い る .く叫 それ に対して, r限
界J にはもともと こ の ような機能は認められな い o
こ の ように, 我 々 の通骨の 時間理解に従えば, 時間は持続ない し延長として捉えられ,
■ ■ ■ t
そ の 中に部分 な い し要素として, 一 定の幅をも っ た時間が, 更に時間点な い し瞬間が見出
され る.
こ の場合, こ れらの 部分く要素Iに つ い て , ある い は時間の全体に つ い て, 更 に次の よう
■ ■ 一
に考えられるo 川 先ず部分く要言酎 は, 現象がそこで与えられ, 存在すると こ ろの もの と
して, r位 乱 くStelle, ZeitstelleIと看倣され, しかもこ れらの位置は, 空間 の場合と同様
に, 互 い に区別され固定化されて把握され るo ほ1 それに対して, 時間自身は, こ れらの
位置を通 っ て延びるもの , 即ち r持続J として捉えられるo そして こ の持続を, 我 々 は同
時に r流れJくFluBJとして理解するoく3引
書 t
こ の レ ベ ル で の 時間の 流れくZeit-jiu飢 こ つ い て は, 特に問題はな い o と いう の は, こ こ
■ ■ ■
で 時間は端的に持続として捉えられており, 従 っ てそれ は, 持続に先立 っ て , そ れとは独
立に把握可能なもの , 即ち r物J くDingJとしては捉えられて い ない か らである .
他方, 時間 の流れに つ い て は, 次 の ような理解も行われ るo 時間は それ自身で存在して
い るもの ではな い o それは単に現象の現実存在の 形式であるにすぎな い . 従 っ て, 流れ る
もの は時間その もの ではなく, む しろ現象の現実存在くDaseinJである .
こ の流れに つ い て, 我 々 は更に次のように理解する o 川 先ず, 時間位置くZeitstellelに
対応して, 現象の 現実存在に関して, r状態JくZustandlが認められるc こ れによ っ て, 覗
■ t ■ + ■
象が特定の 時間位置にあるこ と, ある い はその 有り方が表わ され るo こ の場合, 我々 はr状
軌 を, 時間位置と同様に, 互 い に区別し, 更に少なくとも過去 と現在に関しては, 固定
したもの として捉える.く3 61くr再認J Rekognitio nが こ こ で前提されて い る こ とは, 上 に見
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た通りである. i
l
t2J 他方で, 時間その もの に相応して, 当該 の現象の 現実存在が全体として把握される o
そして こ の 現実存在は, 上 の 諸状態を通 っ て延 びるもの , 即ち持続するもの として捉えら
れ, 更に こ の持続が, 時間と同様 に, rWLれJ として把握される o
と こ ろで, こ の ような時間な い し現実 袖 の 流れは , 空間の 場合の 流星の流れに際立 っ
た対応を示 して い る o 即ち, 流星 の 場合 の空間の r位置J に対応するの は, こ こ では 博
聞位 軌 であり, そ こ で e,r状 軌 僻定の位 - 於る現実存在1に対応するの は , こ こ でも
r状 軌 解党の 時間位置に於る現実存勧 であり, 更に, 前者 に於ては, これらの位置な い
し状態を通 っ て流星 の流れ が知覚され たの に対応して, こ こ では, 時間位置な い し状態を
通 っ て, 時 駅 の もの な い し現実存在全体が流れ ると意識される .
さて, 流星 の 例 の 分析にソよ っ て
, 上 で次 の ことが示された o 流星 の 流れを流れと して我々
が知覚するためには, 我 々 はそ こ に 胤 くD ingほ 手巴握しては ならず, 現象を r端的な通
軌くDur chg angschle chthinIとして捉えなければ ならな い o 時間 僻 掛 と時間位置との 関
係に つ い て は, い ま見たように, こ の点に間屠はな い o で は, 現実存在と状態との 関係に
つ い ては どうであろうか o
空間に於て運動 が知覚される場合と比較してみよう o 空間に於て r位置J が問題となる
の は, 何らか の現実存在との 関係 に於てである o 即ち , 位置とは何らか の現実存在の ため
の位置を意味する o と こ ろで, 空間 の位置に於てあるもの とは, 通常 働 くDing け ある.
少なくと も運動に関してはそう言える o 同 一 の 胤 が異なる位置に次々 と存在するの で
ある.
と こ ろで
, 運動 の場合, r軌 と r位置J とは, それぞれ独立 に把握され るo 従 っ て, こ
こ から次の帰結が出てくる o 先ず, 物 の 内的潰走, そalr何 であるかJくW a ssein旭 , その
物が特定の位置にある こ と, こ の意味で の 物の 特定の現実存在によ っ て, 全く影響を受け
な い o 物 は こ れか らは全く独立に, それ に先立 っ て予め, その 同 一 性 に於て, 把握され て
い るo
他方で, こ れ と相関的に, 物の r状 軌 に関しても, 次 の ような特殊 な事情が認め られ
る o 即ち, 物 の 特定の位置に於る r状軌 とは, こ こ で は, その 物がその位置にある と い
うこ とを専ら意味し, 従 っ てそれ は, 物 の現実存在とその 位置とを結び つ けるだ けの単に■ ■ ■
形式的な窺定であるにすぎな い o 従 っ て, 鳩 軌くDu rchga ng托 関して言えば, 確か に我 々
は 憎 状態の通 軌 くDur chga ngdur ch dieZu standeHこ つ い て語る こ とが できるが, こ れ
は実質的には 偶 々 の 位置の 通 軌 くDu rchga ngdu rch dieStellenJに完全に遠元 され る.
そして, 鳩 乳 と 胤 との 上の先行的区別に基づ い て
, こ el
r通 軌 は 鳩 軌くBe wegu ngJ
として把捉される o
それに対して, 時間 のうちで我々 に与えられ るもの は, 胤 ではなく r状軌 である.
従 っ て, 我々 は空間の場合 と違 っ て, 時間位置の 区別を, r軌 に定位 してで なく, r状 軌
10
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に定位して行わなければ ならな い . の み ならず, r軌 が予め与えられて い か -以上, r状
軌くZusta ndlとは, こ こ では, 単に特定の時間位置にあると い っ た形式的な意味で理解す
るこ ともで きな い o と い うの は, こ の 場合には, 時間を充たす 一 切 の内容が我々 から奪わ
れて しまうで あろうから. r状 軌 とは こ こ で, それ に固有の実質くM aterieI を本質的に伴 っ
て い る . 従 っ て, r通 乱tDu r chganglに つ い ても, それは単なるr時間位置の通 軌くDurch-
ga ngdu rch dieZeitstellenJである の で はなく, む しろ本質的に r状態の 通 乱 Purchga ng
durch die Zu st andel を意味する . これを我々 は r通軌 と呼ぶ ことがで きるであろう.
こ の r通 軌 乃至 r通徹JくDu rcbga nglに我々 は次の 可能性を認める ことができるであろ
うo 先ず, 与えられ る状態が本性的に不変くunw a ndelbarJと看倣される場合が考えられるo
こ の場合には, 対象 の 同 一 性は r通徹J に先立 っ て予め与えられて い る. しか し, こ の 可
能性を我々 は, 一 般的な形では, カ ン トとともに排除するしかな い o と いうの は, 時間は
■ ■ ■ ■ ■ ■ + ■ ■ ■ ■
r変化が可能であるた め の 形式的制約J Uor male Bedingu ng der Moilichkeit der
Ve 物 dm mgIく抑 であり, 従 っ て, 変化が 一 般 に不可能であるときには, そ の意味を失うか
らである.
従 っ て, 我 々 は r状態Jを本質的に可変的くw a ndelba rほ もの と看倣さざるをえ か -o こ
の 場合, r通徹Jの 把握の 仕方として, 更に次の 二 つ の可能性が認められ るo 川 対象の 同
一 性 が専ら諸状態の所与性を通して把握され る場合. こ の場合, r通徹J は r流れJ 肝11娼 ,
FlieBenIとして捉えられる o く2ン それに対して, 対象の 同 - J性が r通徹J に先立 っ て, し
かも こ の 場合には更に 一 切 の状態の 所与性にすら先立 っ て, 把握される場合 . こ の場合に
は r通徹J は, 空間に於る場合と同様に, r運動J として把握される.
こ のうち, 第 一 の r通徹JくDu rchga ngンが可能である こ とを, 我 々 は流星の例を時間の 観
点か ら解釈しなおすことによ っ て, 示すこ とができるであろうo 流星は我々 によ っ て知覚
されるが, こ の 知覚は時間に於て行われ, こ の 場合, 知覚内容を通して, 対象のうちに次々
と状態が区別され るo しかし, これらの状態の ほかに, 状態に先立 っ て如何なる r物J も
我々 に与えられて い な い . こ の とき我々 は, 単 に空間に於てだ けでなく, 時間に於ても,
流れを意識するo 要するに, 状態 の連続的経過が凡てであり, それ以外には如何なる対象
も我々 に把握されな い とき, 我々 は時間のうちに端的に漁れを知覚するo
と こ ろで, こ の ような r流れJ が最も直接的に, そして普遍的に与えられる の は, 我 々
の 意識に於てである.
確か に, r状態J はさしあた り対象の 状態と して我々 に与えられる o しかし, r私 に与え
■ ■ ■ ■ ■
られ るJくmir gegebenJとは, こ の場合, r私に表象され るJくv o n mir vo rgestelli こ とを
意味して い るo 柵 従 っ て, 状態は こ の ように表象され たものくdas Vorgestelltelとして,
r私 の 表象Jくm ein eVo rstellu ngy
3 9J と看徹すこ とができる. しか るに, r表象JくVorste11ungl
は - と言 っ ても, こ の 表象をも つ こ と, 表象する こ とと い っ た意味でであるが - カ ン
トも言うように, 私 の現実存在 に属して い る.く40J 従 っ て, こ こ から次 の 帰結が出てくる o
ll
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即ち, r状 軌 とは対象の現実存在の状態を意味するだ けで はなく, こ の 状態を把握して い
る私に つ い ても同時に認められ, 私 の 現実存在の状態としても捉えられ る o
こ の事態が確認される とき, 状態 の所与性及 び 憤 れJ の知覚に関して, 新た な展望が
開けてくるo
例えば, 机を見て, その 次に窓に日をや る場合, 対象の側で は連続性が認め られな い .
従 っ て, 状態 の知覚 が連続性をも つ か どうかは, 対象 の側では偶然的であり, こ の 連続性
と いう観点か ら言 っ てすで に, 対象の 側に於ては, 状態 の 間に流れ の知覚が成立するかど
うか は偶然的である o 更に, 上 の例では, 机や窓を我々 は 胤 として把握して い るo 従 っ
て, こ の 点に於て も, 対象の 側に於ては, 流れ の 知覚は成立 して い な い o
それに対して, 同じ知覚を我々 の 現実存在 へ の 連関に於て見るとき, 事情は全く異な っ
て い る o こ こ では, 私 の 現実存在は, 知覚 の交替にも拘らず, 一 貫して連続的なもの とし
て与えられ, 把握されて い るo 更に, 私 の現実存在は, こ れらの 状態の r通 軌 に於て,
■ ■ ■ ■ ■
ま さ に こ の 鳩 乳 として与えられ, 把握されて い る の であ っ て, 決して こ の 鳩 徹J に
先立 っ て, そ れから独立 にr軌 として与えられ, 把握されて い る の では な い o 勿論, 我 々
は空間に於 る r軌 の 把握と類比的に, 我 々 自身の 存在を 一 つ の r軌 として表象しよう
とするかもしれな い o しか し, こ の ような 胤 とは, カ ン トの 言うように, 一 切 の内容,
一 切 の規定を欠 い た空虚な表象, r単に論理的な統 一 , くbloB logische EinheitJ を示 して い





こ のように, 私 は私自身を決して r軌 として把握する こと がで きな い .く42I 従 っ て,
こ こ から次の帰結が出てくるo 私 は私自身の現実存在を本質的に rlWLれJ として捉える o
以上, 時間及び現実存在 が 憤 れJ として捉えられ, 意識きれ るため の根本制約が示さ
れたであろうo 即ち, 状態 の 鳩 乳 が 軌 の把握を伴わずに, 働勺な通徹 mu ,chga ng
schle chth叫 として把握されるとき, 我 々 は時間及び現実存在を 憤 れJ と して意識する o
こ の流れを我々 は 頂 乳 乃至 鳩 乳 くDu rchfluB, Dur chflieBe nlと呼-3rこ とができるで
あろうo そ- して こ の典型的な場合が, 私 の現実存在の 流れであるo
と こ ろで, 状態は上の ように現実存在によ っ て通徹 され るだ けで はなく,
一
そ の 時々 に私
によ っ て受容きれ, 把握されるo そして こ の 受容と把捉が なされる時間規定は r今JO
.
etztl
であるo しか るに, r今J は空間に於る rそこJくdalに対応して い る. こ の こ とか ら我 々 は ,
空間 の場合 との 対応を保持し つ つ , 時間の 流れの 第二 の 意味に辿り着くこ とになる .
カ ン トが時間を先ず r流れ去るJくv erflieBe nJ もの と して理解 して い た こ とは, 上 に 見た
通りであるo 我々 の 日常的時間理解 に於ても, 時間は 一 方 では持続として捉えられ ながら
ち, 他方で は同時に r過ぎ去 るJくv ergehenJ もの, r流れ去る,くv erflie8enJ もの として捉
えられる o 例えば歳月 の流れがそうである o 何故に, 時間が こ の ようなもの として理解さ
れるか, その 理由を我々 は , r今J と い う時間規定に注目する こ と に よ っ て, 示す こ とがで
きるであろう o そして そ の 駄 こ の 意味で の 時間の 流れと, ri5乳くDur chga ngJとして の
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時間の 流れ と の 連関を示すこ とができるであろうo
空間の 場合, rそ こJくdaJに於て, 対象が与えられるo こ の対象を r軌 として, そ の 同
一 性 に於て予め 把握する とき, r運動Jの知覚が成立するo そ れに対して, こ の把握がなさ
れな い とき, 我 々 は rそ こJ に於て端的に r流れJ を知覚するo
時間の 場合, r今JくjetztJに於て我々 に与えられ把捉される の は, く対象ある い は私のl現
実存在の r状 軌 である . こ の 状態を我 々 は, 確かに 一 方 では, 通徹する. その 際, 我々
は通徹され る状態を互 い に区別し, 固定化さえするo しかし, こ れらの状態を通徹する現
実存在を, r物J としてで はなく, 専ら r端的な通徹J として把握するとき, こ の 現実存在
の r流れJ が意識される o
そ れ に対して, r今J に於て状態を受容しつ つ , こ れらの状態に定位する限り, 我々 はそ
■ ■ ■
こ に端的に流れを, 即ち状態の 流れを, しかも r流れ去るJくv erflieBenJと い う形で意識す
る o 勿論, こ れらの状態を, 河 や 車の 流れ の場合と同様に, 互 い に区別し, その 同 一 性に
於て把握した上で, 換言すれ ば, r物J として把握した上で, こ れらの状態を言はば眼で追
うとき, 我 々 がそこ に知覚するの は, あくまで r運動J であ っ て, r流れJ ではな い o しか
書 ■ 暮
し, それ にも拘らず, 我々 は, 上 の 二 つ の例 の場合と同様に, こ れら の状態を流れるもの
事 ■ ■ ■
と して, 即ち こ こ では耽れ去るもの として, 意識するo しかるに こ れは, 我 々 が こ れら の
状態を決して r物J として把握して い ない こ と, こ の把握を伴わずに, それらを受容し把
捉して い る こ と, そして これ らの状態の 受容と把捉の根砥に於て, 絶えず流れを直観して
い る こ とを意味して い る . こ の 直観が成立する場所が, まさに r今J に他ならな い . r今J
に踏みと どまり つ つ , 我々 はそ こ に状態の流れを直観するo
で は, こ の 二 つ の 時間の流れくr通徹JDu rchga ng として の 流れと, r流れ去 りJVerflieBen
として の 流れ1は, どの よう に連関して い る の であろうか o
カ ン トは r弁証論J のある箇所で, 時間の 沈れに つ い て , 次の ように述 べ て い る . r与え
■ ■ ■ t 事 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
られ た瞬間に至るまで全く経過 してしま っ た時間をも, 人はくたと い それを規定するこ と
ができなくともJ くこ の 瞬間と同様 にl や はり与えられて い るもの として考えぎるをえな
■ ■ t ■ ■ + ■
い
. し か し来る べ き時間に つ い て ほ, そ れは現在に辿り着くため の 制約では な い か ら
. . . . . .
J
く43I ある い は, 巳 に引用済み の箇所では , 次 のようにも言う o r現在 の 時間点を私は ,
■ ■ ■ + ■ ■ ■
過 ぎ去 っ た時間と の 関連で, た だ制約され たもの と看倣しうるの みで, 後者の 制約と看倣
■ ■ + ■ ■ ■ ■ ■ ■ t ■
す こ と はできな い であろう o と い うの は, こ の 瞬間はただ流れ去 っ た時間を通しての みくあ
■ ■ ■ t ■ 暮 ■ ■ t ■ ■ ■ ■ 書
る い は むしろ, 先行 する時間が 流れ 去 る こ とを通して の みJ 始め て発源する か らであ
る.J
く叫
こ こ には, 時間の 二 つ の 流れが, そしてその 内的連関が, 明 示的にではな い が, 言 い表
わ されて い る o 即ち, くい r経過するJくabla ufenI, r過ぎ去るJくv ergehe nl, r流れ 去るJ
■ 中 ■ t ■
くv e rflieBenJと い う仕方で, 時間の 一 つ の 流れが, 他見 く2J r与えられ た瞬間に至るまでJ
■ t ■ + ■
くbis a ufde ngegebe n e nAugenblickl, r現在に辿り着くJくzuderGegen w art gekmge如,
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■ 事 ■ ■ ■ ■ ■ ■
r . . . . . .を通して発源するJくdu rch . . . . . I e nbPn
.
nge nIと い う仕方で, 鳩 軌 m ur chga nglと
して の 時間の もう 一 つ の流れが語られ, しか もこ の 二 つ の 流れ は, 時間 の詑れと して統 一
■ ■
■ t
的 に捉えられて い る o 即ち, 一 方で 時間は rWLれ去るもの Jくv e rnie8endJとして捉且られ
ながら, 他方では 同時に
, 現在 へ と辿り着き, 更に未来 - と流れ るもの として, 即ち上述
の意味で 鳩 徹するもの Jくdu rchgehe nd1として捉えられ, しかもこ の 二 つ の 流れ が 一 体 の
も の として捉えられて い る o こ の事態は, 特に時間を r,% 軌 tA bla uf, Verla ufJとして捉
えるとき顕著である o 即ち, 鳩 軌 とは 一 方 で r流れ去る こ とJ を意味 しながら, 他方で
■ ■
同時に, 鳩 の経過 とともにJ tim Ve rktuf de rZeit1と いう表現に表われて い るよう に,
r通 軌 乃至 r通 乳 m ur chga ngJと しても捉えられ るo
時間の 二 つ の 流れの こ のような内的連関は, 一 体何に基づくの であろうか o こ れを我々
は, r今J Getztlと いう時間規定がも つ 機能から明らか にする こ とができるであろう.
r今J に於て, 我々 に直接的に与えられる の は, r状軌 くZu sta ndJである . こ れを我々
は, それ へ と主題的に定位し つ つ , その 同 一 性 に於て r軌 tD ingJとして把握する ことが
できるc こ の 場合, 我々 は状態の r運 軌 くBe weg ungほ 知覚する o 勿論, こ の 場合, 空間
に於 る物体の 運動の 場合と違 っ て, 当該 の状態は もはや存在しな い o それは過 ぎ去 っ て
くy erga nge nIい る o 即 ち, こ の 場 創 こ は, 過ぎ去る こ とくVergebe nJと ともに, r過まJくVe ト
ga nge nheiりが根 劉勺に開示されて い るoく45J しか もそれは, 過ぎ去る諸々 の 状態か ら見る
とき, それらが向うr丸くVo rJとして , 開示されて い るoく叫 過去 の こ の 開示性の 中で, 諸々
の状態が r軌 として把握され, そ こ に我々 は r過ぎ去るJくvergehenJと いう形で, 憶 軌
を意識するの であるo
しかる に, こ れは諸々 の状態が r先行JくVo rbergebenJ及 び r複 軌 くNachfolgenlと い
う形で, 先後関係くNa cheinanderJに於て r礼 くReihe, Reihe nfolgeJ をなしながら, 継起
する こ とを意味して い る o 仰 の み ならずそれは, 状態 へ の 定位 に於て, 時間が r継軌
くNa cheinander, Aufein anderfolge, Sukz esionJ として形成される こ とを意味して い るo
た だ しこ の場合, r継 軌 の 意味に つ い て は注意を要するo 通常それ は状態から,状態 へ が 移
■ ■ ■ ■ 書 ■ ■
行JくUberga ngンとLて 理解される o しか し, こ こ では状態の 継起が間膚であり, しかる に
■ t ■
■ + ■ ■
こ れらの 状態は列をなしながら, 過去 へ と過ぎ去 っ て い くo 継起 の 向う先はr過去Jであ っ
て, r未来J ではな い .
こ のように眼目は, 諸々 の状態が r5t 行JくVorhergehe nJと r複 軌 くNa chfolge nJと い
う形で捉えられる こ と, そ の際, 鳩 丸 くVerga nge nheitlが r乱 乃至 r軌 くVo,Jとして
根源的に開示されるこ とにあるo と こ ろで, r先行J と r複 軌 の概念の うちには, 次の 二
つ の 契機 が本質的なもの として含まれて い るo く1l 諸 々 の状態は r先 乳 乃至 佃 乳 くVor
- Na ch, N acheinanderJの 関係 に於て, 胤 くDingIと して, それぞれ の 同 一 性に於て把握
されるo く2J 他方, こ れ らの状態は, r行JくGehe nJ, 鳩 ,くFolgenJと い う形で, 一 般 に過
去 へ と向 っ て移行するくgehen, tibergehenl もの として捉えられて い る.
14
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こ のうち, く1Jは ほ1か ら切 り離されて考察される限りでは, r列JくReiheナの概念に完全
に遼元される . と いう の は, 諸 々 の状態は単に r物J としてそれ ぞれそ の 同 一 性 に於て把
握されて い るだけでなく, 更にその総体が固定化して捉えられ て い るか らである .
く481 従 っ
て こ こ には, 本章S2 で示したように, 厳密に言 っ て, 如何なる時間性も認められな い .
それ に対して , ほIに於て は, 上 の遅元を許さな い もの として, r行JくGehe nl乃至r移行J
くU bergebenIが, 我々 に直観される . と いう の は, こ こ では, 単に個々 の状態に つ い て の み
ならず, 状態の 総体 としての 列に つ い ても, 我々 はそれを
r過ぎ去るJくv ergebenI もの と
して知覚するか らであるo こ こ に は明らかに, 列の把握とは全く異なる我々 の認識の機能
■ ■
が働 い て い る . こ れに基づ い て , 上述の 意味で の r継起J の知覚く概念では か -Iが我々 の
うちに成立するo
と こ ろで, こ の 継起は, 我 々 が状態 - と定位し, しかもそれを r物J として把握し つ つ
追う限りで は, 専らr運動JくBew egu ngナを意味したo しかし, 我々 は他方であくまで
r今J
Getztlに踏み と どまる こと がで きる . こ の とき, r物Jの把握はその機能を停止し, 我々 は
時間をr耽れJくFlu即 として根源的に直観する. 具体的には, 状態elr過ぎ去りJくVergehe nl
は, r流れ去りJくVerflie6enlとして知覚される o そして こ れは, 個々 の 状態に つ い て の み
ならず, 状態 の列に つ い ても言える o 状態は先後関係に置かれながら, 全体として流れ去
る, と我々 に r今J に於て直接意識される o
と こ ろで - こ こ が決定的な点だが - こ のように我々 が踏みとどまる r今J は, 決し
て流れ去りはしな い oく
491 流 れ去る の は状態であ っ て, しかも状態の く流れ去 りl が与えら
れ る の は, r今J に於てであるo 従 っ て r今J は, 状態 の く流れ去りン の知覚が成立するた
め の根本制約 として, そ の根櫨に於て絶えず我々 に与えられて い る o の みならず, こ の
r今J
は単に知覚の 根砥に於 て我々 に与えられて い るだ けでは なく, 上に見たよう に,
く叫 凡そ
我々 が何らか の表象をも つ 限りでは, それが たと い 再生の 表象であろうと, 予期や期待の
表象であろうと, 一 切 の 表象の所与性の 根杷に於て, 我 々 に与えられる o
r今Jの こ の所与
■ ■ 書 ■ ■ ■
性に踏み と どまるとき, 我 々 は時間をまさ に r流れJくFlu刷 として直観し, そ こに状態の
r流れ去りJくVerflieBe nl を知覚するの である o
■ ■ t ■ ■ t t
しか るに, r状態Jとは, 上に見たように, 何よりも先ず私 の現実存在の状態を意味したo
こ こ か ら, 私 の 現実存在の所与性に関して, r今Jの所与性 と対応して, 次 の点が明らか に
なる.
私 の現実存在は先ず, その 時 々 の r今Jに対応して, 状態として与えられる. こ れを我 々
は流れ去るもの として意識するo しかし他方で , 私の 現実存在はこれら の状態を通して絶
■ ■ 暮 ■ ■
えず与えられて い るo それ は流れ去 りはしな い o むしろそれ は
r今J とともに立て続けに
くs 肋 digl私に与えられる oく5り しかるに, こ れ は私の 現実存在が根本的には持続するもの と
して私に与えられると い う こ とを意味して い る o しかも こ の r持続JくDa u erIは, 諸々 の 状
態を貫通する持続である o こ の 意味で我々 は, こ の持続をr通徹JくDu rchga nglと呼ぶ こ と
15
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がで きる o の み ならず, こ の 鳩徹J は上に見たよ 如 , 少なくとも, 私 の現実存在に関
する限り, 根本的には r端的な通徹JくDu rchga ng schlechthin1 を意味した . そして こ れは
憤 れJくFlu8Jその もの に他ならなか っ たo それ故, 私 の現実存在の 鳩 軌 はそのまま
私の現実存在の 憤 れJ であるo こ こ でも我々 は時間を r流れJ として 棚 的に直観して
い る.
も っ とも, こ こ で言う r流れJ は, r流れ去りJくVe rnieBen畑 まな い o 後者は状態に つ
い て認め られる o それに対して, こ こ で間膚 なの は 唱 実存在JtDas einJであり, これは諸々
の状態を取りながら, それを貫 い て流れるCdur ch nieBe njo 従 っ て, こ の流れの 向うr5EJ
くVor畑 , もはや r過去J で はなく, む しろ 頂釆J 乃至 鳩 丸 である o た だ し, こ こ で
言う 懐 釆J 乃至 鳩 釆JくZuku nft畑 , r到来するJくko m m e nd,kunftig順 としてではな
く, そ こ へ と現実存在 が向う 胤 乃至 胤 くVo rlとして開示され る oく52l それ に対して,
鳩 丸 は こ こ で は最早 r5tJ 乃至 凧 としては開示されず, 専ら 胤 ある い は 頂
後Jく.H inte rJと して 開示される .く叫
こ のように, 鳩 実存在JくDas einJに即して, 未来が 凧 くVorJとして, 過去が 胤
くH in 叫 と して開示される のであるが, こ の 時間の開示性の 中で, 再び状態 へ と定立すると
き, 状態は 一 方で未来から rfJ来するJくko m me nd,kunftigJ もの として受容され, 他方で
t t
過去 博後 ト とr沈むJくsinken, zu rucksinkenlもの と して把握され, そ こ に我々 は再びr流
れ去るJ くv e rflieBenJと いう形で r流れ,くFlu刷 を意識する .
しか し, 未来が 凧 として, 過去が 胤 として 開示され る の は, あくまで現実存在
に対してであ っ て, 状態 に対してではな い o そして現実存在は r流れ去りJくVerflieBenlと
して ではなく, r端的な通 乳 くDurchgang schlechth in1として我々 に与えられ, こ こ に我 々
は r流れ去りJ とは別 の 意味で, rWLれJ くFluB, Du r chnu8jを根源的に直観するo こ の と
き我々 は, 状態を最早単 に rfTl来するもの JくKo m me ndesL ある い は r受容され るもの J
■ ■
くH ingeno m m en esJと してで はなく, む しろ 憧 出されるもの JくHe rv orgebrachtesJとして
捉えるこ とになる o そして, こ の とき始めて, r継次的産 乱くsukz essive Er zeugu ngJと い
う意味で, 状態の r継 軌 くSukzes sio nJが語られる こ とになる oく5 4,
以上, r流れJとして の 時間の 直観が如何なる仕方で我々 のうちに成立するかが示 された
であろう o こ の直観は r今JくJetztJに於て, ある い は r今J とともに成立するo 即ち, 川
我々 が r今J に踏みと どまり, か つ r状 軌 に定位するとき, こ の状態に即して, 時間は
r流れ去りJくVernieBenJと して直観さ れるo こ の とき, 憤 れ去りJ の 向う先として, 過
去が根源的に開示されるo く2l それ に対して, r今J及 び, それとともに与えられ る現実存
在その もの の , 立て続 け性くStAndigkeit1に基づ い て, 時間は現実存在に即して, 鳩 乳
Pa u erり 憎 鳩 的な通 乳 伽 r chga ngs chle chthiniとして我々 に捉えられ, こ こ に第二
の 意味で の 憤 れJ くDur ch nu別 の 直観が成立し, こ れ に対して流れ の 向う先と して, 未
来が根源的に開示 される. 持51 く未完J
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川 ,,Da s Be w u6tsein seiner s elbst, n a ch de n Bestim m u nge n u n se re sZu sta nde s, bei de rin n er e n
w ahrn ehm ungistbloB e mpirisch,jede rz eit w a ndelba r, e sk an nkein stehende s oderbleibe nde s
selbstindie s e mFIw sein n e re rE scheinungengeben , u nd wird ge w8hnlich derin n ereSinn genan nt,
ode rdie e mpiris che Apper z eption .
i-
くA IO7I




こ の 意味で の r流れJく且u x u slに つ い て は, 以下 も参軌 De m u ndise n sibilis atqu eintelligibilisfo r m a
et principiis,S22 Scholio n,S29,S30. くA kad. - Au sg. II, S. 410, S417, S. 418f.1
t3ナ A IO7
く41 A 182ノB 225. Vgl. a u cb A 364.
く引 A 183ノB 226
t61A 1851B 228
m A 412B 439. く原文 につ い て は, 証 幽1 参照 .1
t81 A1851B 228, A 410B437, A 4951B 523. Vgl. a u ch Prolego m e n aS52. くA kad1
- Au sg. rV,S 1 342ナ
c91 A 1851B 228, A 410ノB437.
帥 .,De rgleiche n Gr88e n ka n n m a n a u ch jlieBe nde n e nnen , weil die Synthesis くder pr oduktiv e n
Einbildu ngskr afりinihre rEr z e ugu ng ein Fo rtga ngin de rZeitist,der enKo ntin uitAtm a nbes o nde rs
du rch de nAu sdru ck de sFlieBen sくVe解eBe n slzube z eichn e npflegt.I -くA 170JB 211-21
ol A 1701B212, A 5271B 555, De m u ndise n sibilis atqu eintergibilisfo r m a etprin cipiis,S14.くII,S. 3991I
r連続性J に つ い て は, 以下も参乱
..
. . . . . .3den nErfahru ngists elbstnichts a nde rs, als ein eko ntin uierliche Zu sam m e nPgu ngくSynthesisl
de r Wahm ehm u nge n.
. .
くPr olego m en aS5,rV,S. 275.1
q21 A 170-11B 212. こ の 意味で の 5Aggregat く又 は ン Aggr egatio nく につ い ては, B 201 Anm . , A 163ノ
B 204, A 412ノB 439, A 579ノB 607も参席o
脚 A 527ノB 555
く141 A 526ノB 554
姻 A 170JIB 212, De m u ndis e n sibilis u s w.,ibid.
n6L ,Le x a ute m c o ntin uitatis m etaphysic aha e c e stこ m utatio n e s o m n es s u ntc ontinuae, s.jlu u nt,
. . . . . .
一一
くibid.I
変化の 連続性に つ い て は, 以 下を参 臥 A 1711B 212
-3, A 2091B 254, A 6721B 700.
tl乃
..
Allein selbstde rWe chseldesSein s u nd N ichts ein s ein e sgegebe n e nZu sta nde s ein esDinges,da rin
a11e Ve rande rung besteht, be w eist ga r nichtdie Zufalligkeitdies esZu sta nde s, gleichs a
m a u sde r




q91 A246JB 303, A 304IB 361, A 308-91B 365, A 5801B 608, A 6461B 674, A 7911B819-
位O B22
Ql B X X V IIl, B 40, A 136ノB 175.
位カ A3131B 370. Vgl. a u ch De m u ndisensibilis us w. ,S30くII, S. 41 8J
位SD A X V III, A 123, A 295JB352, A 84 21B 870. Vgl. a u ch II,S. 406.くンEinfluBく, ンinflu x u sく に つ い ては ,
B 154, B208, A 213B260, B 33 1,A 294
-51B 350-2, A 3281B385, A 387 ff.,II,S.390,S. 406f. ,S. 409,S.418.1
A 3471B4 05に現 われ る ンflieBe nく は, くbl と くcl の 両 方の 意味を含ん で い るo
伽 ベ ル グソ ン に於て も, フ ッ サ ー ル に於 ても, 時間は r流れJ くFluB,Str o m,ec o ulem entlと して捉 え ら
れ て い る. しか もr沈れJ は彼 らの 時間論 に と っ て中心的テ
ー マ をな して い る o こ の 点 につ い て は, 以下
を参照 o
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H. Bergs o n,Intr odu ctio nえIa Metaphysiqu e, p. 183,p . 200, p . 202, p- 210, p. 213, da ns 二La pa ns6e
etle mouv a nt.
E. Hu ss e rl, Zur P han o m e nologie de sin ne re nZeitbe wuBtsein s,S. 24, SS. 73-6.
脚 r流 れ や 鳩 軌 に対し て, カ ン トは r知 乳 くW ahr n ehm ung川 至 rfE 軌 くAp pr ehe n sio nJ を認 め
て い るo Vgl. A 1891B 224, A 1981B243.
伽 A 843ノB 871
任カ 国転は こ こで 無視す るo 回転もや は り 一 種 の 鳩 軌 で ある .
朗 A 171ノB213, A 187-81B 2恥 1, B 223, A206-9JB25 ト4, II, S. 389f. , S. 399, S. 405, S. 410.
位9J 鳩 軌 乃 至 鳩行JくUberga ngけ る の は状態くZu sta nd 畑 まなく , 諸々 の 状態を取 る物 mingJであ
るo それ に対して, 状態相互の 間には r交 軌 乃至 鳩 軌 くW e chs el が 認 め られ るo ,Ube rgangく に
つ い て はI A 121, A 171ノB 213, A 1881B 231, A 2061B 251, A621ノB 64 9, A 7831B 811,ン W e chselく に つ い て
は, B X X X I, B 224-5, A 1871B 230, A 381を参軌 度くGr ad1の 鳩 行J くUberga ng 化 つ い て は, 一 部
別 の 考察を必要とする が, こ こ で は立 ち入 ら ない o Vgl. A 1431B182-3, Pr olego me n aS26. くS. 309J
帥 A 171ノB 213, A 2081B253, B 290 An n .
ol こ の 事態をカ ン トは rい つ も消え且 つ 始まるJ im m e r v ersch winde nd u nd anhebendtA 1831B 226Jと
表現して い るo こ の う ち 偶 え且つ 始まるJくv e rschwinde nd u nd a nhebe nd 他 流れ に対す る 一 つ の 論
理 的な把握の 仕方を示して い るo 即 ち, こ こ で は, 流れ の う ちに, 新 た に与 えら れ るもの と過ぎ去 るもの
と が区別され, 更に結び つ けられ て い るo し か し, これ だ けで は r流 れJ は ま だ十 分 に捉え られ て は い な
い
o そ の た 捌 こは, 上の 区別と結び つ きが 所与の 一 切 の 対象 につ い て, しか も立 て続 けにくstundig, stetigJ
■ ■ ■ ■ ■
行わ れ る こ とが 必要であるo こ れを rい つ もJくim m e rlと い う表現 が 示 して い るo こ の 場合, r立て 続けJ
と は, 我々 が rそこ J くdaJの 開示性 に踏み と どまる こ と を意味して い るa
なお , 同様の 事 態に つ い て は, ア ウグ ス チヌ ス も触れ て い る. 本論文 内 証 な2J 参軌
t321 Vgl. H . Bergs o n, La pe rc eptio ndu cha nge m e nt, p. 161, da n s こLa pa n s6e etle mo u v a nt.
t33I ydu r chgehen く, ンdu r chlaufe nく と い う表現 は, カ ン トに於て, 特 に 鳩 捉の 綜合J につ い て述 べ る
際に現 われ る . Vgl. A 99, A 771BIO2.
糾 こ の 点 につ い て は , 以下 を参軌
. . . . . .ニ S O n e n nt m a nde n Grad der Re alitatals Urs a che, ein M o m e nt, z. B. da s M o m e nt der
schw e re, u nd z w a rda r u ml W eil der Grad n u rdie Gr6Be be z eichnet, de re nApprehe n sio n nicht




we n n ein eSubsta n z a u s ein mZu sta nde ainein e n a nder e nb ubergeht, soistde rZeitpunktde s
z w eiten v o mZeitpunk te de s e rste r enZu sta nde s u nter schiede n, u nd folgt de m selbe n. Eben soist
a u ch de r z weite Zu sta nd als Realitdtくin de rErschein u nglv o m er ste re n,da rin di
.9
Se nicht w a r, wie






Die Zeitist a n sich s elbst ein eReiheくu nd die fo rm ale Bedingu ng alte rReihe nJ,und dahe r sin d
inihr,in An s eh ung eine rgegebe n e nGegen w a rt,die a nte c ede ntia alsBedingu nge nくda sVe rga ngenel





Den gege n w朗 igen Zeitpu nkt k6n nte ich in An s ehu ng de r v erga ngene nzeit n u r als bedingt,
nie m als abe rals Bedingu ng de rs elbe n, a n s ehe n, . . . . . .
一L
fA 412B4391
他に, Pr olego me n aS26. くIV, S. 309An m.I
なお, フ ッ サ ー ル が 咽 自勺時間意識の 現象割 くZu rP hano m e n ol gie de sinnere nZeitbe wuBts ein sJ
で, 鳩 念的限丸 ide ale Gre n zeくS. 40l, 鳩 界 丸 Gre n zpu nktくS. 69Jと 言っ て い る の は , こ の 意味 に
於て である o Vgl. E . Held, Lebe ndige Gege n w a rt, S. 19, De n Ha 且g 1966.
更に, ベ ル グソ ン が 懐 化の 知 敷 くLa pe r ceptio ndu cha nge m e ntJに於 て, 憤 学的瞬臥 u nin sta nt
m ath em atique, 憤 学的 丸 Ie point m ath6m atiqu eくp. 16即 と 言 っ て い る の も, こ の 意味に 於て であ
ろうo ア ウ グス チ ヌ ス につ い て は, 例えば, 註 t45J 参札
的 Vgl. I. Ne wto n, P bilo sopbia e n atu ralis prin cipia m atbe matic a, Definitio n es, Scboliu m , p. 46, ed.
by A . Koyr色 andI. B. Cohen.
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o61 Vgl. H. Be rgso n, La pe rc eptio ndu change m ent,p. 162こ
一E
No u s aim on s急1e Ccha nge m entjtr aiter










ent, enqu elqu esorte, da m slete mps.
,,
即 A4521B 480 An m. Vgl. a u ch A 210B 256. く原文 につ い ては, 本論 文 相 註 t9I 参 軌 1
鯛 こ の 故に, カ ン ト が 感性軌 に於て, 最初か ら
r対象JくGege n sta ndlとと もに, r表 象JくVo rstellu ngl
および r表象能 丸くVo r stellungsfahigkeit, Vo r ste11u ngskr aftHこ つ い て語る . A 191B 33
-4,A 341B 51参
照 .
r対象J と r表象J と の 密接な連関 に つ い て は, 特に次 を参照 o
Alle u n s r eErke n ntniB hat eine z wiefa che Be ziehu ngこ er Stlich ein eBeziehu ng a uf da s Obje ct,
zw eiten s ein eBe zie ung a uf da sSubject. In de r er ster nRiicksichtbe ziehtsie sich a ufVorstellu ng,
in derletzte rn a ufs Be w uBtsein, die allge m ein e Bedingung allesErken ntniss estibe rha upt.
Ll
く1.
K ant, Logik. A kad, - Au sg. IX, S . 33.1
脚 B131, B1 35一
脚 .,Dagegen , w eilalle Vo r stellu nge n, sic m 8ge n n u n凱IBe reDinge 芝u mGege n sta nd habe n, oder
nicht, do ch a n sich selbst, als Bestim m u nge n dos Ge ma ts , z u min n e re nZu sta nd geh8ren, die s e r
in n e r eZu sta nd aber, u nterderfo r m ale nBedingungde rin n eren An scha u u ng, mithinde rZeitgeh8rt,
E- くA 341B 501
帆
.,
Zu m Gru ndede rselben亡vie rPa r alogis m e nコk6n n e nwir aber nichtsa ndereslege n, alsdie einfa che
u ndfur sicks elbst a nInhaltgdn zlich lee reVorstellu ngこIchiV Onde r m a n nichtein m alsagenkan n,
daB sie ein Begriffs ei, s o ndern ein bloBesBe w u8ts ein, da s alle Begrifebegr eitet.
LL くA 345-61B 403
-41
Ich bin einfa ch,bede utet aber nichts m ehr, als daB die s eVo rstellungニIch, nichtdie minde ste





A11ein dies e sIch ists o w e ni g An scha u u ng, aね BegnH v o nirgendein e mGege n sta nde, s onderndie




Nu n will ich mich m ein e r aber n u r alsde nke nd be w uBt w erdeni Wie m eineige n esSelbstin de r
An s cha u u ng gegebe n s ei, da s setzteich beiseite, und da k6n nte esmir, de
richdenke, aber nicht
s ofernich denke,bloB Ers cheinung sein三im Be w uBtsein m ein e rSelbstbeim blo伝enDe nke nbin ich
da s Wese n selbst, v on de n mir abe rfr eilich dadu r ch noch nichts g u mDe nke ngege
benist.
一一くB429ン
く第 二 の 強調は カ ン ト自身に よ る oI
v. nde nlch in de r erstern Bede utu ngくde m Subje ctder Appe rc eptio nl, de m logischenIch, als
vo rstellu ng a prio ri,ist schle chte rdings nichts weiter zu erken n e n m8glich,
w a s e sfur ein We s e n,
u nd von w elche rNatu rbe s chaffenheite s sey 芸e Sistgleichs a m, wiedo sSubsta ntiale, w a stibrigbleibt,
w e n nich alle Ac ciden zen , die ihm inharir en, w eg gela ss en babe, da s aber schle chterdigs ga r nicht
w eite r erka n nt w e rden ka n n, w eil die Accide n z enger ade da s w a ren, w o r anic九 sein e Natu
r
e rke n n enko n nte.
L L
くI . K ant, W elche s sind die wirklichen Fo rts chritte, die die M etaphysiks eit
Leibnitz en s und Wolf
,
s Zeite n in De utschla nd gem a chthat7 A kad.
- Au sg. X X, S. 270.i
De n nda slch istga rkein Begr7jfs onde rn n u rBe 2eichn u ng desGege n sta ndesdesin nere nSin n es,
s .fe rn wir esdu r ch kein Pradikat w eiter erken n e n言
. . . . . .
LL
くPr olego m en aS46,IV,S1 334.1
t421 こ れ を敢 て, r軌 DingくA 3461B 404, A3471B 405J と して把握 し ようとする とき, 換言すれ ば, 私 の 存
在を その 状 態か ら r切 り離す, absonde rntA 3461B4041 とき , 魂の 実体性に関する超 越静的仮象が 生 ず
る o Vgl. H . Heim s o eth, Pe rs8nlichkeitsbewuBts ein u nd Ding a n sic
h,in こStudie n z u rP hilo s ophie
Im m anuel Rants.I, S. 240ide rs. , Tr an s z e nde ntale Dialektik. Ein Ko m m enta r z uRa
nts Kritik de r
rein e nVe r n u nft. I, S S. 92
-4
.
岨 .,So de nkt m an sich n otw e ndig ein ebis a ufde ngegebe n e nAuge nblick vOllig abgelaufen eZeit,
a uch als gegeben,くw e n ngleich nichtdu rchu n sbe stim mba rl. W a s aberdie
kunftigebetrifft7da sie
die Bedingu ng nichtist, z ude r Gege n uJa rt Z ugekm ge n,
I . . . . .
i-
くA410JB 4371
舶L .De n gege n w孟rtige nZeitpu nkt k8nnte ich in An s ehung de r v e rga ngen e nZeii
n u r als bedingt,
19
20 岡 村 信 孝
nie mals abe rals Bed ingu ng derselbe n, a n s ehe n, w eil die s erAuge nblick n o rdu rch die vediossen el






t451 ア ウ グス チ ヌ ス に於 て, 時間は根本的 に r過ぎ去 るJくpr a ete rirel もの と して捉 え られ て い るo 以下参
頗.
L L
sed u nde etqu a etqu o 如 eim
.
i, c u mm etitu rPu nde nisie xfutu r oPqu a nisiperpr ae se n spqu onisi
in pna ete n
.
lu mp e xillo e rgo, qu od n o nd um e st, pe rillud, qu od spatio c a ret,inillud, qu od ia m n on
est. , , くAugustin u s, op. cit. , Libe rxE. Cap. XXI, p. 254.I




前J 5 v o r vie rW o chenく
抑
, ,
W e rhat e u ch gehei8e n, eine n schle chthin e rsten Zu sta nd de r Welt, u nd mith inein e n abs oluten
Anfa ng der na ch u nd ma ch abLnfe nde nReihede rErschein u nge n, z u e rde nke n,
LL
. . . . . . tA 4501B 478J
23三i
1 . . . .
, et O m ne futu ru m e xpra ete rito consequi, . . . . . .
, ,
くAugustin u s, op. 仁it. , Liber 孔 Cap. a p.
なお , 上 の 点 に関して は, 次 の 言語表現も参乳 rま パ きJ r先乳 r前 日J r 削BJ
■
鵬 こ の 点は, ベ ル グ ソン も次 の ように 強調して い る .
りQu elete mpsim pliqu ela su c c essio n,je n
,
e ndis c o n vie n spa s. Maisqu ela s u c ces sio n seprさse nte
d
,
abord色 n otre c o n scie n c e c o m m ekl dish
.
n ctio n a
,





qu eje n e s a u rais a c c o rde r. ,, くH . Be rgso n, La per c eptio ndu ch ange m e nt, p. 166.i
同じ考えは , 巳 に次 の 箇所に も見ら れ るo H . Be rgs o n, Essai s u rles do n nee sim m ediatesde la
co n s cie nc e, p p. 75-6.
鯛 カ ン トは 時間に つ い て , 次 の ように述 べ て い るo こ れ を我々 は r今J の 観 点か ら解釈できる であ ろうo
.,




D ie Beha rrlich keitdruckt ube rha uptdie Zeit, als do sbes肋 dige Ko n leatu m allesDas ein sder
E7S Chein u nge n, alle sW echsels und al 1e rBegleitu ng, a u s.
L L
くA 183ノB 22 6J
納 本章S5参軌
61 Vgl. A IO7. く上の 証 印 参臥 I
■ ■ ■ ■ ■
私 の 現実存在 の 持続と統覚 の 統 一 と の 関係 に つ い て は, 後 に触れ るで あろう.
伝2J この 開示性 に基づ い て, 次 の ような言語表現 が可能 になるo rこ れ か らさ きJ r前途J ,,W ir haben
+
un se re nUrla ub n o ch vo r u ns.
L L
,,Ich habeheute abe nd nichts yo ,.
L L
C53J 次 の 表現を参凱
,.
Er hat ein Jahr Au sbildu nghinie, sick.
LL
-馳 こ の とき始め て我 々 はカ ン トと ともに, 現在c,r発 軌 Entqln
.
nge nくA 412ノB439J,.
ナ時間 その もの の産
山 die Zeit s elbsten euge nくA 1431B 1821, ある い は 鳩続的進行J ko ntin uierliGhe rFo rtga ngくA 210
B 256ほ つ い て語 りう る こ と にな るo こ elr産 乱 の 観点から, 我々 は第 二 の 意味 で の 時間の 流れを, rWL
凱くHe rflieBe n,Au snieBe nlと表わす こ と が できる であ ろう o カ ン トが, 先行の 時間を後続 の 時間clr制
軌 亡Bedingunglと看倣すとき, 時間の こ の 流れ が前捜さ れ て い る. Vgl. A 409-11B 436-8. な お, ベ ル
グ ソン が取り上 げ る の も, 時間の 流れ の こ の 側面であるo こ の 点は, C6co ule m e ntlと い う表現 に よく 表
わ れ て い る.
醐 持続 ma u e r, Beha rrlich keitJ をカ ン トは, 次 の 箇所で は, 特に未来 に結 び つ け て捉えて い るo
,.
Dahe rk 8n n e nwir ein e rEr schein u ng n u rda r umden Na m e nSubsta nz gebe n, w eil wirihr Da sein
z u al1e rZeit v o r a u s setz n
,
w elche sdu rch das W o rt Beha r rlichkeii nicht ein m al w ohla u sgedruckt
wird,inde m dies e s m ehr a uf kunftige Zeii geht. LL CA 185IB228-9J
20
